
■ 主催 ： 国立大学法人滋賀大学 ・ 観光庁

びわ湖大津

プリンスホテル
2階  宴会場「伊吹」

６０ 　※先着順で締切

※交流会は
　有料です。

15：40～ 16：05

16：30 ～ 16：55

16：05 ～ 16：30

17：45 ~ 19：30、 「湖国から世界へ」 をテーマに交流会
（会費  6,000  円（税込））を開催します。（定員３0 名）

観光庁「産学連携による観光産業の中核人材育成 ・ 強化事業」シンポジウム

令和２年

月 日３ ３
１４ ： ００～１７ ： ３０

びわこバレイが挑む通年型リゾート形成の取組
びわ湖バレイ株式会社　取締役社長俣野　博志

戦国ワンダーランド滋賀・ 琵琶湖キャンペーンの狙いと戦略
滋賀県観光振興局 観光政策室  室長補佐辻　良介

滋賀のツーリズムにおけるデザインブランディング
滋賀県立大学人間文化学部  生活デザイン学科 講師南　政宏

17：00 ～ 17：30 次なる展開に向けて

17：30 閉会

滋賀大学産学公連携推進機構 教授石井　良一
「滋賀の観光イノベーショングランドデザイン」から見た1年の進捗

14：00 ～ 14：05

株式会社アドレスは　「いつもの場所がいくつもあるという生き方」　を
コンセプトに月額4万円で全国で住み放題サービスを展開しています。
その思いと今後の戦略をお話し頂きます。

高本　昌宏 株式会社アドレス　顧客開発事業部長

　「暮らすように旅をする‐ADDressの挑戦」　（仮称）
基調講演

　201９年に我が国への訪日外国人数は過去最高の3,188万人、滋賀県においても外国人観光客数は過去最高の60万人（2018）

を記録しました。本年には東京オリンピック・パラリンピック、2025年には大阪・関西万博が予定され、外国人観光客は増加の一途

をたどるものと推察されます。今日、観光の形態が「モノ」消費から「コト」消費に移行し、美しさ、文化、アート、デザイン、本物を重

視する観光を求めるようになっています。果たして、滋賀県内の観光地、観光業はそうした変化に対応できているのでしょうか。

　滋賀の観光イノベーションフォーラムは、滋賀大学が発起人となり民間有志で結成され、2019年3月に「滋賀の観光イノベーショ

ングランドデザイン」を公表しました。その後、NHK朝ドラ「スカーレット」の放映、観光キャンペーン「戦国ワンダーランド滋賀・琵琶

湖」の展開、NHK大河ドラマ「麒麟がくる」の放映があり、滋賀が注目されています。現在、本学では、観光庁「産学連携による観

光産業の中核人材育成・強化事業」に採択され、「ウエルネスツーリズムプロデューサー養成講座」を実施しています。

　本シンポジウムでは、グランドデザインの１年間の進捗を確認するとともに、注目される事業、取組と事業展開における人材育成

の課題と対応策について紹介し、滋賀県の観光産業のイノベーションを牽引する人材に有効な情報を提供することを目的としま

す。多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。

14：45 ～ 15：05

14：05 ～ 14：45

好機到来、時代の変化に対応する観光イノベーション人材の育成

事 例 紹 介

※先着順で締切

挨拶  位田　隆一 国立大学法人滋賀大学　学長

滋賀の観光イノベーションフォーラム研究会メンバー

15：05 ～ 15：25 滋賀大学の観光中核人材育成の取組
－びわこウエルネスツーリズムを牽引する人材の育成－

滋賀大学産学公連携推進機構　客員准教授上田　雄三郎



所属機関・部署 職名 氏名 ( ふりがな )

所属機関・部署 職名 氏名 ( ふりがな )

所属機関・部署 職名 氏名 ( ふりがな )

所属機関・部署 職名 氏名 ( ふりがな )

滋賀大学　産学公連携推進機構機構

好機到来、時代の変化に対応する観光イノベーション人材の育成

交流会（会費6,000円（税込））への参加

※当日、　受付にて会費を徴収します。　キャンセルは 2月28日㈮ までにお願いします。　それ以降の場合は請求させていただきます。

びわ湖大津プリンスホテル
〒520-8520 滋賀県大津市におの浜4-7-7
　JR大津駅より無料シャトルバスで10分

滋賀大学 産学公連携推進機構
彦根市馬場一丁目1番1号

E- mail  icr@shiga-u.ac.jp
TEL : 0749-27-1141    FAX : 0749-27-1431

申込時の個人情報は、当シンポジウム運営と当機構の産学公連携事業でのお知らせに使用させていただ
き、それ以外には使用いたしません。

観光庁「産学連携による観光産業の中核人材育成 ・ 強化事業」シンポジウム

（ＪＲ大津駅発　13：30）


